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Abstract　This　paper　focuses　on　the　distribution　and　seasonal　changes　of　a　Cα麗Z6冗ραoκα用麗7αε

（Weber－van　Bosse　in　Okamura）population　on　the　southeast　coast　of　Atad司ima　Inland　in

Hiroshima　Bay，Seto　Inland　Sea．This　area，which　is　located　in　the　central　Hiroshima　Bay，is　not

（1isturbed　much　by　the　current。Field　observations　were　ma（1e　in　the　subti（lal　zones　by　scuba

（living丘om　December1998to　August2000。The　seasonal　occu皿ence　of50species，including5

Chlorophyceae，21Phaeophyceae，and24Rhodophyceae，coul（1be　observed・

　　The　presence　of　the　Ulvophycean　alga，C副6脚oκαn僻α6（Weber－van　Bosse　in　Okamura）

was　first　recor（1e（1in　Hiroshima　Bay　in　December　l988．After　the　great　typhoon　of　September

1999，the　community　of　this　green　alga　was　consi（1erably　re（1uced　an（l　disappeared　since，In　the

su㎜erof2000，itspresencewasnoticedinthesameplace。

Keywor“S＝ seasonal　change，vertical　and　horizontal　distribution，typhoon，green　algae，

Cα吻ψαoたα規μ7α6，Hiroshima　bay

　フサイワヅタCα麗Zε甲αoκαn膨7α6（Weber－van　Bosse

in　Okamura）は，緑藻綱（Chlorophyceae），イワヅタ目

（Caulerpales）イワヅタ科（Caulerpaceae）に属し，藻

体は高さ17cmまでになる。太平洋側では岩城（宮城・

福島県の一部）（岡村1936）から鹿児島西長島まで（浜

名1932），日本海側では，北海道松前町小島（長谷川

1951，三本菅1987）から，長崎（千原・吉崎1970）

まで，また，大韓民国の東・南部海域（Kang1966）

と，中華人民共和国の福建省（南東部）に分布している

（Tseng1983）。フサイワヅタは，日本に分布するイワヅ

タ属31種（変種，品種を含む）の中では最も広い範囲に

分布し，最北に生育する種類である。フサイワヅタは，

低潮線下0．5～5．O　m（榎本・石原1994）の岩礁上に生

育するが（千原1975），群落の構造や特徴については報

告されていない。

　今回報告する阿多田島の南　10kmに位置する広島湾

内の柱島南東岸では，水深＋1～2．5mのほとんど垂直

な岩盤に仮根糸で固着して，部分的にパッチ状に生育し，

優占種に成るような群落を作ることはない（Fig，1）。こ

れが一般的に見られるフサイワヅタの生育状況である。
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び海藻の被度を測定した。1999年7月にイワヅタ群落の

中心を通るように海岸と平行に間縄200mを引き（Fig。

2，line　B），同様の調査を行った。海藻の被度は，調査

区を代表する場所を選び，正方形1m2の枠を設定して

行われた。

　1998年12月から2000年8月までの間，寺脇他（2001）

にある様に広島湾における大型海藻類の水平・垂直分布

調査時に，広島湾中央部に位置する阿多田島の南東岸

（Fig．2）において生育するフサイワヅタ群落を，毎月1

回SCUBA潜水により被度を観察した。安芸灘を台風が

通過する直前の1999年4，7月，通過後の2000年1月

に，水深＋1～O　mのマクサ群落，水深＋1～O　mのヒ

ジキ群落，水深0～5mのノコギリモク群落，水深8～

12mのクロメ群落および水深3～9mのフサイワヅタ

群落において，50cm×50cmの方形枠を用いて海藻を

採集した。枠取りはそれぞれの群落で3ヶ所行なって平

均値とした。採集した海藻は実験室に持ち帰り，種類ご

とに湿重量（kgW．W。・m－2）を測定した。

結 果

　阿多田島南東岸の海岸は，砂浜と岩礁の二つからなり，

1998年12月の調査では，着生基質と成り得る岩礁域を主

に調査した。南東方向への底質は，水深＋2m～＋l　m

付近の海底は転石であったが，水深＋1～2mでは礫地

であり，水深の増加にともない，砂の割合が増え始め，

水深2．5～6．O　mでは小礫が混じった砂地となり，水深

8～16mに転石，巨礫が分布し，16m以深では砂地と
なった（Fig．4）。

　水深の浅い方から順に，ヒジキ群落，マクサ群落，ノ

コギリモク群落，フサイワヅタ群落，クロメ群落が形成

されていた（Fig。5）。フサイワヅタの被度は，水深2．5

～3．7mで40％，水深4．7～5．5mで40％，水深5．5～

6．1mで50％，水深6。6～8．O　mで30％になっていた。フ

サイワヅタだけが，小礫混じりの砂地に分布し，礫や砂

に付着している藻体は少なく大部分の藻体が，浮遊堆積

状態で群生していた（Fig。6）・

　1999年4月のフサイワヅタの水平分布を調べた調査

（Fig．2，line　B）では，水深0。44～9．85mの小礫混じ

りの砂地に生育し，その幅は，約150mに渡っていた。

調査測線の起点（O　m）付近とそれより西側では，フサ

イワヅタが観察されず，底質は砂であった。フサイワヅ

タの被度は，起点からの距離100mで最も高く，被度

100％であった。100m地点から東に向かうにつれ，イ

ワヅタの被度は減少した。調査測線沿いの底質は，小礫
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Tab貰e　l。Algal　flora　on　Atadajima　Island，Hiroshima　Bay

J＆panese　name Species

Chlorophyceae ミル

フサイワズタ

ヒラアオノリ

ボウアオノリ

アナアオサ

Co4’麗〃3含α8泥6（Suringar）Hariot

C副岬αoた佛尻泥Weber－van　Bosse　in　Okamura

E鷹670〃20ψhαoo腕pr8ssα（Linnaeus）Nees

E鷹召ro解oゆhα’漉ε3左ηα」’s（Linnaeus）Nees

UJvαρ召枷sαKjellman

Phaeophyceae フクロノリ

ヒラムチモ

ヤハズグサ

アミジグサ

フクリンアミジ

クロメ

ヒジキ

カゴメノリ

ウミウチワ

セイヨウハバノリ

シワノカワ

ハバモドキ

ホンダワラ

ァカモク

ノコギリモク

タマハハキモク

ヤツマタモク

マメタワラ

イトヨレモク

カヤモノリ

クロガシラ属

ワカメ

C吻o膨n’αs伽osα（Mertens　ex　Roth）Derb色s　et　Solier　in　Castagne

C碗Zα諭濯κZ砺診磁（Tumer）Greville

D’の70μ醜s嬬κ脚Zα（Okamura）Okamura

Dlc砂orα4’cho診01πα（Hudson）Lamouroux

D”ophμs　oたαη膨rαθDawson

Ec㍑on諭え甜70解80kamura

研z灘α血sのr碑3（Harvey）Okamura
Hy470cZ磁h川30Zα言hm言扉s（C，Agardh）Howe

Pα41nααめor6s68n3Holmes

P6如lon’α加吻（0。E　MUller）Kuntze

Pε甜ospon8碗n2削80sμ規（Okamura）Setchell　et　Gardner

P麗nc薙r如Z磁の」∫αGreville

Sαr8αss麗醒血Zv8伽η3（Tumer）C。Agardh

Sαr8α∬麗n3horn67’（Turner）C、Agardh

Sαrgαss扉珊nηαooα甲梶班C．Agardh

Sαrgα3s麗nτ珊班ごo麗配（Yen（10）Fensholt

Sαrgαssμ規ρ碗6ns　C．Agar〔1h

Sαr8αssμ溺ρぬ」舵耀nz（Tumer）C　Agar（lh

Sαr8α33房配オκchophy〃配n¢（Kutzing）Kuntze

ScyごosψhoηZo規召n雄パα（Lyngbye）Link

Sρhαc61副αLyngbye　in　Homemam
U屈α7∫αμnηα顧ε磁（Harvey）Suringar

Rhodophyceae ヤレウスバノリ
オキッノリ

ウスカワカニノテ

カエルデグサ

イソダンツウ

ワツナギソウ

カイノリ

ユナ

タオヤギソウ

ピリヒバ

マクサ

ミゾオゴノリ

カバノリ

フダラク

サエダ

イバラノリ

イバラノリ属

ヒメモサズキ

ソゾ属

ミ’ツデソソ“

フシツナギ

コスジフシツナギ

ヒロハフシツナギ

ユカリ

トサカマッ

ベニスナゴ

Aαoso7珈n¢ガα加伽’μ醒Yamada

Ah唾屠・卿s．伽わ召〃伽刑∫3（Harvey）Masuda

A配ρhかoαzon碗αYen（10

B∫πghα痂αcαZのrn記αJ。Agardh

Cα認αoαη漉μs麗s伽Zα如3（Tumer）Kutzing

Chα溺μαpα7v認α（C．Agardh）Harvey

Cんon4耀cαn‘加s泌6朋64砺3（Suringar）Hommersand　in　HommersandααZ＿

Chon4πααα3s∫cα詔s　Harvey

C切sy耀n’α瞬g履（Harvey）Yamada
Corα」互nαρ’伽Z磯rαPostels　et　Ruprecht

σεZ’4如〃巴8Zθ8αn3KUtzing

Gmollαr如lncμr昭観Okamura
（｝rαcμαπα陀κオoπ’（Suringar）Hariot

σ昭観o塑如」αnc601磁α（Okamura）Kawaguchi

Hαpochon4吻ε169αns（Okamura）Itono

H塑n8αchα70’463Lamouroux

〃ypn6αLamouroux
／αnごαα4hα6r8ns　Lamouroux

乙側78no如Lamouroux
乙α曜εηc’αoた研観rα6Yamada

ゐo配εη‘ακαoα尼nαrαHarvey　in　Peπy

Loη昭n‘αr’αh‘zた04αご6ns∫s　Yendo

Lo配8漉α7彪oえαn躍rα6Segawa

P’ocα規伽磁躍伽’r如6（Hooker　et　Harvey）Harvey　in　KUtzing

P吻n’孟’s副s1フα如（Okamura）Kawaguchi

Sohたy配εη’α4訪y’（Chauvin）J．Agardh
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Table2． Seasonal　occurrence　of　marine　algae　on　Atad司ima　Island，Hiroshima　Bay（a：

Apri128，1999，b：July　l7，1999，c：January18，2000）

a．

　Nom．of
　（lominant

species　in　the

community

Number　of

co㎜unity　Depth（m）
　algae

　　Wet　weight　of

dominant　species　in

　　the　community
（kgW．W．・m－2±S，D．）

Total　weight　ratio

　of　dominant

　species（％）

c6昭」6rpα

0καn¢麗7αε

E6たZon’α

丸尻70隅6

　伍z灘α

加蜘ηnis

Sα78αss扉襯

n¢αC70Cα甲扉n¢

G6置観麗m
6’ε9αns

7

4

14

6

23

3．4～9．0

8～12

十1～0

0～5

十1～0

5．4±1．6

2．1±0．5

4，5±0．4

6．9±3．0

1．5±0．2

98

99

96

99

69

b．

　Nom．of
　dominant
species　in　the

community

Number　of

community　　Depth（m）

　algae

　　Wet　weight　of

（lominant　species　in

　　the　community

（kgW．W．・m
2±S．D．）

　Total　weight

ratio　of　dominant

　species（％）

Cα麗」8rpα

oた伽膨m8

EcたJon砂
た醐o配召

　研z謝α

加⑳r雁3

Sαr8α3s配n2

灘αc「ooαψ麗灘

G疏4’朋2
εZε8αns

10　　　　　　0．44～9．85

2

3

8

19

8～12

十1～0

0～5

十1～0

2．8±0．3

4．0±1．6

1．0±0．7

8．5±3．7

0．5±0．2

96

99

98

92

40

C．

　Nom．of
　dominant
species　in　the

community

Number

　　of
community

　algae

Depth（m）

Wet　weight　of　dominant

species　in　the　community

（kgW．W．・m－2±S．D．）

Total　weight

　ratioof
　dominant

species（％）

Cα㍑Z6rpα

0たα醐μrα6

Eoκ’on’α

た醐o解θ

　研z槻α

加施離3

Sαr8α38薩配

　ho7n召ガ

Sargassum

mac「oca「pum

2

1

12

19

6

4

8～12

十1～0

0～2

0～5

0。008　±　0．005

0．9±0．3

1．6±0．2

2．0±1．6

4．1±2．0

99

100

75

65

99
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に着生する藻体も浮遊する藻体も，他の場所に流失して

しまうことが明らかになった。通常の波では強くよれる

ことのない水深8～12mに生育するクロメは波に対す

る耐性が低いまま生長したので，強い流動で流失したと

推測される。一方，浅所に生育するヒジキ，マクサ，ノ

コギリモクでは，風浪にさらされ波に対する抵抗がある

程度あったため，影響が少なかったと考察が得られる。

　1991年9月27日にも台風が，ほぼ同様のコースでこ

の地方を襲っている（Fig、3）。その時でも今回と同様な

影響があった可能性が大きい。したがって，1998年に発

見された大群落は，ほぼ6～7年かけて形成されたもの

だったと考えられる。

　台風や暴風雨などによる物理的な撹乱により，観察が

続けられていた群落が破壊されてしまった例が他にも報

告されている。南カリフォルニア，サンディエゴ付近の

ジャイアントケルプ（Mααooy読5）が何十年振りと

いう1982年の嵐により1／15に減ってしまった（Dayton

andTegnerl984）ことや，サンタバーバラ付近の

砿α0700y画sでは，1980，1983年の2度に渡る嵐のため

に多くが流失したのにもかかわらず，同時に捕食者にも

大打撃を与えたために，群落の回復がとても早かった

（Ebelingααよ1985）。「

　イワヅタ類が新しい群落を造る時の第一の可能性は，

外部から藻体が流れ藻として流れてきた後，寄り藻とな

り仮根で着定し栄養繁殖するか，有性生殖後，接合子が

遊泳してきて着底し，発生，増殖することが考えられる。

ともあれ，完全消失は2000年3月であるから，移入は外

部海域からと考えられる。現に調査地点の阿多田島南東

岸海域から北1㎞強地点にある阿多田島漁港にはフサ

イワヅタが存在しているので，そこからの流れ藻及び接

合子が漂着後，着底・発生した可能性は低いがまったく

ないとは言いきれない。

　今までの報告によれば，フサイワヅタが成体に発達す

るのは，発生後，8～10ヶ月後である（lshiwaraα謡

1981）。これに従えば，もしこの2000年8月に再入植と

して発見された藻体が有性生殖したものであれば，大き

さから判断して，台風が来る前（1999年7～8月）に

成熟した個体の接合子から発芽発生し，増殖したものと

考えられる。また，その他のイワヅタ類では，センナリ

ヅタ　（Cαμ」8ψαrαoεη30sα（Fosskal）J．Agardh　var．

ぬv漉7α（Tuner）Weber－van　Bosse£n¢αc70physα

（KUtzing）Weber－van　Bosse）（大葉・榎本1994），スリ

コギヅタ（C醐」6ψα薦s8n30sα（Fosskal）J．Agardhvar．

1襯6vか6ns（Montagne））（Enomoto　and　Ohba　l987），

タカツキヅタ（Cα認6ψα7α66配osα（Forssk且1）J．Agardh

var．1アε伽薦（Lamouroux）Eubank）（Ohbaααム1992）

では，発生から成体まで，それぞれ4～6ヶ月かかると

している。変種内ではこれらの発生から成体に至るサイ

クルが同じなのか，また，偶然調べられた種に限って判

明したことなのかについては，これからの研究課題であ

ろう。もちろん，培養の条件や天然海域の生育環境が違

えば，その生育速度も変わると考えられる。

　今回の調査によって，一度消失した藻場も，生育環境

が破壊されていなければ自然による再入植がうながさ

れ，自然形成も可能となることを示唆した。

　豊富な生物相を持つ藻場は，多様性に富んでいるため，

1990年代初頭より重要視されて，日本各地で藻場造成事

業が数多く推進された（寺脇他1995）。しかし，アマモ

以外，砂（礫）地に藻場を作る海産植物は，数多く知ら

れてはいない。復活の兆し・可能性をみせたフサイワヅ

タの自己回復を見守っていきたい。
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要 約

　広島湾の阿多田島南東岸におけるフサイワヅタ群落の

分布と消長について調査を行なった。阿多田島は広島湾

の中央部に位置していて，また，四方を島々に囲まれ，

外海と接していないために海流や波浪などの影響を受け

にくい。1998年12月から2000年8月までの間，漸深帯

を潜水坪狩調査の結果，緑藻5種，褐藻21種，紅藻24種

の合計50種が確認された。

　本海域内には日本では他に類を見ない生育状況のフサ

イワヅタ群落が発見されたが，その生態形は浮遊・堆積

状態であった。1999年9月に直撃した大型台風によりこ

の貴重な群落は激減し，その後消失した。しかし，約一

年後の2000年8月には，当所に自然入植のフサイワヅタ

数個体が確認された。
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